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［1］日本と世界の河川の比較

日本の川の水は山から海へ一気にかけ下る。世界の代表的な河川と比べると、日本の河川が急勾配
なのが良くわかる。

日本の河川は川の長さが短

く、上流から下流への勾配が

急であるため、一気に海へ流

れるのが特徴です。このため、

いったん雨が降ると、急に増

水し短時間のうちに洪水のピ

ークになります。

日本は年間降雨量は世界平均の約2倍と多く、しかも、梅雨期・台風期に集中して降ります。その結果、川の水量は、

例えば利根川では、洪水のときの流量は平常時の流量の、なんと100倍にもなります。海外では、ドナウ川は4倍、ミ

シシッピー川は3倍であり、日本の河川は、瞬時に大洪水となって流下し、瞬時に減少する特徴があります。

ロンドン市内ではテムズ川が市街地のいちばん低いところを流れていますが、東京では市街地よりも高いところを流れ

ている河川が多く、洪水時には浸水による被害が大きくなりやすい状態にあります。
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世界各国の降水量（mm/年） 年間降水量（世界）月別の比較 
（H14理科年表より） 
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［2］洪水氾濫域における資産
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資 産 
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人 口 面 積 

75％ 

25％ 

沖積平野 
（洪水時の河川水位より低い地域） 
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長年にわたる治水事業に

より浸水面積は確実に減

少しています。しかし被

害額はなかなか減少しま

せん。氾濫区域内に資産

が集中しているため単位

面積あたりの浸水資産額

が増加しているからです。
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注1） 一般資産水害被害額及び水害密度は、営業停止損失を含む。 
注2） 平成14年は速報値である。 
 国土交通省「水害統計」による。　 
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総浸水面積 

一般資産被害額 
一般資産 
水害密度 

宅地・その他浸水面積 

浸水面積 
（万ha） 

被害額 
（百億円） 

水害密度 
1ha当り被害額 
（平成7年価格） 

（千円） 
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水害被害額及び一般資産水害密度等の推移（過去5年平均） 

日本は山地が多く、全国土の10％

にすぎない沖積平野（洪水時の河川

水位よりも低い地域）に、全人口の

51％、総資産の75％が集中してい

ます。そのためいったん河川が氾濫

すると被害はより深刻なものになっ

てしまいます。
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［3］近年の災害発生状況

●全国のアメダス地点

（1,300箇所）による統

計を見ると、1時間

100mm以上の降雨を

10件も観測した年もあ

ります。
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1時間降水量100mm以上の年間延べ件数 

1時間降水量75～100mmの年間延べ件数 

1時間降水量の年間延べ件数【全国のアメダス地点（1300箇所）より】

気象庁のデータを基に国土交通省作成

最近10年の全国の水害の発生した市町村［1991年（平成3年）～2000年（平成12年）］

出典：水害統計より国土交通省作成

3ヶ年以上水害の発生した市町村

1～3ヶ年水害の発生した市町村

0ヶ年 水害の発生した市町村
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［4］災害発生事例

宗呂川水系　宗呂川（高知県）

2000年被害2001年被害

2002年被害

新川破堤状況（愛知県）

北上川水系　砂鉄川（岩手県）

9月12日 
東海水害　 

9月6日 
高知県西南部豪雨　 

7月11日 
台風6号　 
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［5］治水対策の考え方

川幅を広げることにより河川の水の流れる断面を大
きくし、水位を下げる。 

河川を掘削して水の流れる断面を大きくし水位を下
げる。 

●河道掘削 ●築　堤 

●引　堤　　 ●嵩上げ 

●遊水地 

堤防を造り水の流れる断面を大きくする。 

ダムで洪水をためて下流の河川に流れる水の量を
減らし洪水時の河川の水位を下げる。 

●ダ　ム 

堤防を嵩上げし、河川の水の流れる断面を大きくする。 

洪水で水が溢れそうになった時、遊水地で洪水を一
時溜め、洪水時の河川の水位を下げる。 

周囲堤 

排水門 

流入 
ダムで貯留 

放流 

治水の手法
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都市部での課題

■急激な市街化の進展
昭和30年代以降の急激な開発により、流域の大部分が市街化されました。

■開発による流出増
開発前は雨水は地中に浸透し、河川には主に表流水（地表を流れる水）が流入していたが、開発によってコンクリートなど

に覆われた不浸透域が増大し、短時間に多量の雨水が河川に流入するようになり、洪水を誘発するようになりました。

■都市型水害の発生
都市部の河川では、平常時は流量が極端に少ない反面、台風時などに、流域に降った雨水が短時間に集中して流出し、溢

水等により都市機能の麻痺や地下街の浸水をもたらす「都市型水害」が多発しています。

昭和30年代から始まった急激な都市への人口、産業、資産の集中や流域における開発によって、流域の保水・
遊水機能は低下し、中・下流域の都市部では水害が頻発するようになりました。

神田川　東京都（平常時） （1993年台風11号時の洪水の状況）

1997年（平成9年） 1958年（昭和33年） 

自然地 

市街地 

自然地 

市街地 

10％ 84.3％ 

市街化率 市街化率 

（開発前） （開発後）
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総合的な治水対策

■総合的な治水対策の概念図

 

浸透 

校庭・公園貯留 

調節池 

遊水地 
降雨 

降雨降雨 降雨 

降雨降雨 降雨 

降雨降雨 降雨 

降雨 

流出 
流出 

降雨 

放水路 

建築物の地下貯留 
棟間貯留 

各戸貯留浸透 

防災調節池 

●河道の整備（築堤・浚渫など） 
●遊水池、放水路などの建設 

●市街化調整区域の保持 
●自然地の保全 
●防災調整池などの設置 
●透水性舗装・浸透ますなどの設置 

●市街化調整区域の保持 
●盛土の抑制 
●営農環境の改善 

●内水排除施設の整備 
●貯留施設の設置 
●耐水性建築の奨励 

●警報避難システムの確立 
●水防管理体制の強化 
●浸水実積・予想区域の公表 
●耐水性建築の奨励 
●住民へのPR
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河
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改
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軽
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都市部での治水安全度を高めるには河川改修の他に流域対策や被害軽減対策などの総合的な対策が必要です。

■流域対策

通常はテニスコートに利用している例
（霧が丘調節地・神奈川県）

貯留・浸透施設の整備イメージ

水が溜まった様子（昭和60年6月）

浸透ます 
浸透U字溝 

浸透地下トレンチ 

浸透U字溝 浸透性舗装 

路面排水 
浸透ます 

浸　　透　 
浸　　透　 

浸　　透　 浸　　透　 

浸　　透　 

浸　　透　 

浸　　透　 

ローム層 

浸透地下トレンチ 

都市化によって、地表がアスファルトやコンクリートで

覆われ地面が水を吸収しにくく、保水能力が低下してい

ます。浸透ますなど浸透施設を設置することによって雨

水は地中に浸透。その結果、①河川への流出総量が減少

②ピーク流量が減少　などの保水効果が生まれ、河川へ

の負担が軽減します。
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都市部での課題

■河畔の改良 隅田川　東京都 箱崎地区

■安全でにぎわいのある良好な水辺空間の創出 道頓堀川 大阪市　

堤防で河川が眺望できない

川に背を向けている にぎわい空間の創出

生まれ変わった河畔

大規模な工場跡地 水辺空間を活かした公共住宅等の整備

整備前 整備後（イメージ図）

整備前 整備後

整備前 整備後

■大規模な土地利用転換 淀川　大阪市 酉島地区
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整備前 整備後

多自然型川づくり等による良好な河川環境の保全・復元、水質浄化等を推進します。

■多自然型川づくり 和泉川　神奈川県

■水質浄化 松江堀川　島根県

■動植物の良好な生息・生育環境を有する河川の保全・復元 釧路湿原　北海道

湿原面積 

ハンノキ面積 

194.3km2

71.3km2
湿原面積 

ハンノキ面積 

245.7km2

21.0km2

1947年 1999年 

●近年の流域の経済活動の拡大等に伴い湿原面積が著しく減少。

●長期的な目標としてはラムサール条約登録当時（1980年）の環境への回復。
短期的には西暦2000年現在の状況を維持保全。

［6］良好な河川環境の保全・復元

整備前 整備後
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1896

1964

1997

M.29

S.39

H.9

治水 

治水 利水 

治水 利水 

環境 

河川法の改正（平成9年）

ハードのみから、ハードソフト連携した治水対策への転換

［7］河川行政の転換

手
続
き 

河川整備基本方針 

河川整備計画 

どの程度の規模の洪水をターゲットとした対策           
を行うか等の基本方針 

河川整備基本方針の
案の作成 

河川整備基本方針の
決定 

原　　案 

河川整備計画の 
案の作成 

河川整備計画の 
決定 

内
容 

主な工事内容等についての計画 内
容 

手
続
き 都道府県河川審議会 

一級水系の場合 

二級水系の場合 意　見 

学識経験者 

地方公共団体の長 

公聴会の開催等による 
住民意見の反映 

意　見 

意　見 

新しい河川法は、平成9年6月に改正され、同年12月に施行された。 

社会資本整備審議会 

河川法の目的として治水・利水
に加え「河川環境の整備と保全」
を位置付け。

豊かで美しい河川環境の整備と保全

河川整備の計画
について、地方公
共団体の長、地
域住民等の意見
を反映する手続
きを導入。

地域の意見を反映した河川整備を推進

これからの治水対策 

ダム、連続堤防等による河川改修 

これまでの治水対策 

河川改修のみの対応の限界 

ダム、連続堤防等による 
河川改修 

これまでの治水対策 ・輪中堤、 
　宅地嵩上げ＋土地利用方策 
・河川と下水道との連携強化 
・貯留施設等による流出抑制
　対策 
・ハザードマップ作成・公表等 

流域対策 

＋ 

本明川水系本明川浸水想定区域図 

0.5m未満の区域 

0.5～1.0m未満の区域 

1.0～2.0m未満の区域 

2.0～5.0m未満の区域 

5.0m以上の区域 

浸水想定区域の指定の対象 
となる洪水予報河川 

凡　例　浸水した場合に想定される推進（ランク別） 

砂 防 

ダ ム 
輪中堤・宅地嵩上げ 

＋ 
土地利用方策 

連続堤防 
霞堤の存置 

これからの治水対策 

河川事業と下水道事業の連携強化 
ハザードマップ等のソフト対策の推進 

市街地 

砂 防 

ダ ム 

市街地 

連続堤防 

これまでの治水対策 

水防法の改正（H13.6） 

浸水想定区域等を 
指定・公表 

笛吹川洪水ハザードマップ　山梨県東八代郡石和町
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